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(注) 4， 000字程度(日本語による)。必ずページを付けること。

和文要旨

1章:導入

本研院では、英語における副動調(寸ng形の動詞)を含む3種類の移動構文の形式と意味の関係

について Goldberg(1995)らによって提唱されている構文文法という理論に基づいて議論する。

Bri也hNational Corpusという総語数が1億語にも及ぶ大規模コーパスを用いた数量的・統計的な

手法によって、各構文の典型的な意味を線密に記述することに成功した。そうした詳細な記述に基

づき、各構文の機能的な違いを明らかにすることで、語よりも大きな「構文」という単位の重要性

を主張する。

2章:理揃句背景
動詞古報る項の数や種類は、動詞の意味によって決まると考える立場がある一方で、抽象度の高

い形式と意味のペアである「構文』の害在を強調する立場として白臨時(1朔)らカ濯唱する構

文文法という理論がある。この理論では、項の種類と数を決めるのは動詞ではなく構文であると考

える。構文という単位を認める別の理由として、それぞれの構文ごとに機能的中心性が異なるとい

う点古挙げられる。つまり、ある構文と別の構文とは必ず意味的・機能的に異なっているという仮

説がある。

このような、各構文が意味的・機能的に異なるという仮説は、コーパス頻度を基にした統計的デ

ータから検証可能であると考える。つまり、統計的に明らかにある構文と別の構文とで語の共起関

係や頻度分布が異なることを示すことで、構文という単位を認める新しい根拠を提示できるのであ

る。

さらにRoleand Refe間四Grammarで主張されている述語同士の結合度の差に基づく、形式と

意味のペアに注目する。この理論では、述語と述語が直接的な結合をする場合(内核連接)と、述

語とその項からなる中核と中核か瀦合する場合(中核連接)と、中核に周辺的要素が付加された節

同士か布合する場合(節連接)を区別する。このような理論では、文法的要素閑での結合度の違い

に基づく意味と形式のペアが想定されている。結合の程度が異なる複数の構文について意味的・機

能的な遣いを詳細に記述することは、 Roleand Reference Grammarでの仮定がどの程度妥当なの

かを検証することにもなる、さらに、 Goldbergらとは異なる視点から構文を観察することによっ

て、構文文法という理論の発展にも繋がる。

3章:副動詞構文

1つの節の中に複数の動詞が生じる現象は、これまでに動詞連続構文について多くの議論がなさ

れてきた。しかし、動詞連続構文と同様に、接続詞などを持たずに復数の動詞が1つあるいは複数

の節に現れる現象カ王他の構文でも見られる。

こうした構文には非定形で副次的な機能を担う動詞が生起するとさ才L、こうした動調は

Haspehna正h(1995)によって副動詞と呼ばれている。副動調を含む構文を副動詞構文と定義し、ま

ずは、動詞連続構文と副動詞構文との類似点と相違点について先行研院で議論されている点をまと

めた。動詞連続構文では、時制・相・モダリティなど古えそれぞれの動詞の聞で共有されているの

に対して、副動詞構文には複文のものもあるため、こうした一般化はなされない。
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また、副動詞構文のうち、単文だと考えられるものは、屈折をする主動詞と非定形の副動詞とで

複雑述語を形成する。こうした構文は様々な言語に見ら才k それらの中には移動事象を表すものが

少なくない。

しかし、多くの言語に見られる副動詞構文であるが、移動事象以外を表すものもあり、副動詞自

体の意味が多義的なのか暖味的なのか古旬開者の聞で議論に上がることもあった。 Roleand

Ref町四aGr，館田紅のように形式的な側面と意味的な側面との聞に類{象的関係を想定する理論に

基づけば、多様な意味を担うと考えられてきた副動調は実は多義的ではな〈、唆味的であると考え

られる。

4章:冨u動詞移動構文
John came runr也、gtow紅dsme.(ジョンカ苦手ムのところへ走ってきた)といった、人称や時制によ

って屈折する移動動詞に-ing形の動詞古戦続し、さらに前置詞句などが続くような表現について議

論する。

まず、このような文科肢ではなく単文であることをx'理論に基づいて分析する。 -zng形の動詞

に後続する前置詞句は必ずしも主動詞の項だと考えられるわけではなく、 Shewentα描hinginto

him. (彼女は彼にぶつかっていった)のように・ing形の動詞の項だと考えられるものもあり、復文

のように見えるものもある。しかし、Huang(1982)による付加詞島の制約に基づくテストにより、

前置詞句が-ing形の動詞の項だと考えられるような例でさえ単文であることを明らかにした。さら

に、統語的なテストによって、この構文に生起する2つの動詞がV'よりも小さな単一の複雑述語を

形成することをも示すことができた。

続いて、大規模コーパスから抽出した副動詞移動構文の全1130例を分析した結果、'go'や'∞me'

といった直示的移動動詞に後続する-ing形の動詞には問問仇gなどの移動様態動詞カ洪起しやすい

のに対して、'run'や'由gger'といった移動様態動詞に後続する・-ing形の動詞にはscreamingなど

の活動動調古洪起しやすいことカ明らかになった。この動詞の種類による共起関係の遣いは統計的

にも有意なものである。また、Ste伽 owitschand Gri田 (2003)古溝唱するCollostructionalAnalysis 

と呼ばれる統計的手法によって主動詞には無標な 'go'よりも有標な'∞me'の方古性起しやすい

という事実も示すことができた。さらに、 Johnran to the store. (ジョンはその庖まで走った)のよ

うな移動構文と経路表現の典型性についての比較を行った。その結果、移動構文では UJのような

着点を表す表現が多く見られるのに対して、副動詞移動構文では、 wωsなどの中間経路を表す表

現が多く見られた。経路表現に関する2つの構文における頻度分布の違いは統計的にも有意である。

また、副動詞構文に生起する'∞Ime'や 'go'の経路表現の頻度分布が、移動構文に生起する'∞me'

や 'go'よりも、移動様態動詞と共起する経路表現の頻度分布に近いということも多変量解析の結

果から明らかになった。このような観察によって、副動詞移動構文は移動構文とは機能的な棲み分

けがなされているという事実古親えられた。

さらに動詞の項構造に基づいて、副動詞構文に4つの下位構文を設定し、それぞれの下位構文か

ら、最も抽象度の高い構文が形成される過程を用法基盤モデルに基づいて検証した。

5章:目的移動構文

M紅yw四 tshoPf泡19at血eshop.(メアリーが届に買い物に行った)のように、直示的移動動詞

である 'go'や'∞Ime'にーzng形の動詞古戦査定するような構文について議論する。
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まず、 X'理論に基づく統語テストによって、目的移鎮痛喜文の構成素構造を明らかにする。いくつ

かのテストの結果、直示的移動動詞と句形の動調糟諒鎚語を形成することが示した。このよう

に複雑述語を形成することで、事象の終結を明示せず、意図を持ちどこかへの移動を経て目的を実

行するという複雑な事象を表すことか可能になり、それゆえに、経路を表す項を取ることかできな

くなり、主語古主人間でなければならないという個々の動詞には無い制約が生じる。

Le由(1985)などは、語の意味か帯間的な振舞いに反映されると考える。このような意見に従う

と、経路の項古唄れない目的移動構文に生起する 'go'や 'come'の意味は、 陥 rywen出血e

shop. (メアリーは庖に行った)のような経路の項が現れる移動構文に生起する 'go'や'∞，me'の

意味と異なることになる。しかし、構文文法では、項構造を決めるのは構文の役割だと考えるた

め、 'go'や'∞，rne'か事酪の項を取ることができるかどうかという違いがあっても、動調の意味が

異なるとは限らないという立場を取る。 Q凶ne(19ω)や McCawley(1969)らによって提案された

テストを用いることで、目的移動構文と移動構文に生起する 'go'や'∞，me'の意味に違いは認め

られないことを検証し、構文文法による分析の妥当性を示した。

さらに、 BritishNational Corpusを用いて全1，650例の用例収集を行い分析した結果、目的移動

構文では圧倒的に 'go'の頻度が高いということが明らかになった。さらに、多変量解析を用いた

統計的な分析から 'go'と共起する・ing形の動詞にはshoppingやswimmingなど気晴らしになるよ

うな行為を表すものが多いのに対して、 'αlIne'と共起する・ing形の動詞

6章:副動詞使役移動構文

Mary臨 lthimSCUIT戸時intothe room. (メアリーは彼に走って部屋まで行かせた)のように、

使役移動動詞に名詞句およびmg形の動詞、さらに経路を表す前麗司句など古喰続するような構文

について議論する。統語的なテストによって、副動詞使役移動構文においても2種類の動詞時雛

述語を形成することを明らかにする。同時に、分調構文などのような複文ではなく単文であること

も検証する。

続いて、コーパスから得られた303例の用例を分析したところ、この構文では 'send'が最も好

まれるということ、使役の種類が開始時使役か継続的使役かによって-ing形の動詞の生起傾向に違

いが見られることを明らかにした。また、制動詞移動構文と同様に、生起頻度の高い-ing形の動詞

には runningなどの目立った動詞が多いこと古羽目らかになった。さらに、Collo批 uctionalAnalysis 

によって統計的にも、この構文における使役の種類は開始時使役である傾向が強いことなどを検証

した。この結果は、継続的使役が多く見られる使役移動構文と異なるものである。さらに、これら

2種類の構文は経路に関しても異なる性質が見られる。副動詞使役移動構文では、中間経路を表す

経路表現が多く見られるのに対して、使役移動構文では、着点を表す経路表現が多く見られる。こ

のような違いから、両構文は機能的な棲み分けをしていると結論ゴけること古?できる。

7章:全体的考察

具体的に4章から6章までで具体的に分析、考察を行ってきた.現象から一般的な議論を展開する。

具体的な議論として、 i)-ing形の動調が多義的ではなく暖味的であり、 u)項構造は必ずしも動調の

意味のみによって決められるのではなく、構文か狙う場合もある。溢)RRGによる通言語的な連接
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関係と意味関係との聞に見られる一般化カ覗ね妥当であるという理論の検証も行った。さらにvi)

白ldb時 (1995)による単一経路制約を再検討し、 v)Has戸mal血(2∞8)カ提起した頻度と類像性

に関する問題についても意義を唱えた。そのうえで、コーパスによる頻度情報は言語の類像性を説

明するものではなく、各構文の機能的・意味的を記述するためのものであるべきだとの主張をした。

vi)その際、相対頻度や統計的な指標といった粗頻度にかわる有効な指標であるという点について

も議論した。

|課程博士用 l

(別紙1) 

論文審査の結果の要旨

氏 市森名

A QlIantitative C.ωlstrllctional App尺IQchωC仰 verbalMotion Constrllctions in English 
論文題目|

| (英語における副動詞移動構文に対する数量的構文文法からのアプローチ)
8章:結論
本研究で扱った構文は、どれも文法書等に記載されてはいるものの、十分な理論的考察がなされ

てこなかったものばかりである。そして、網羅的なコーパス調査からも明らかなように、 British

NationalCo甲山のような1億語にも及ぶ大規模コーパスでさえ2，αm例に満たない。これまで多
くの板間者によって分析されてきた構文がはるかに多いことを考えると、本研究で扱った現象がい

かに珍しいものであるかが分かる。しかし、それゆえに、個々の構文の用例を網羅的に収集するこ

とが可能となり、 1つ1つの用例に目を配ることによって全体的な傾向だけでなく、特異な現象の

要 旨
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本論文は、 Go同町の構文文法を理論的桝Eみとして、またコーパス言語学を方法論的枠組みとして鼎、
て、英語の「高IJ動詞移動構文Jの性質について研究したものである。扱った「副動詞移動構文Jには三種類

があり、(la屯)にその例を示す。
(I) a. John came runnin引owar也 me. 高IJ動詞自律移動構文j

b. Mary went shopping at the s蜘 e. (国l動詞目的移動構文)
c. Mary sent him scu町inginめ血eroom. 国l動詞使役移動構文j

提出論文では、統語的なテストによってその句構造や項構造を明らかにするほか、 BritishNati∞d白中us(以

下BNC)を用いて、これらの構文の性質を数量的に分析している。以下では、各章の内容を紹介しながらそ

の主張を検討する。

2章では、本論文の理論的背景が語られている。本論文では.Goldberg(1995;笈崩)による構文文法を採用

すると述べている。 Goldbergによる構文文法では、動詞の項構造と独立したものとして、構文にも項構造

を認め、さらに動詞の意味に多義を認めずに、構文が担う役割を重視する。本論では、この立場をB咽 (2∞3)

による構文文法や、Levinand Rappaport Hovav (199のらの理論と比較して提示している。さらに、コーパス

を利用した数量的分析を採用し、特にS犯fanowi崎chandGri崎 (2∞ヨ)によって提唱されたColk旭国ctional

Anal同sとし、う手法を取り入れた分析を行うとしている。
3章では、副動詞構文の類型論的性質が検討されている。副動詞(Conve巾)とはfサカ日詞的な機能を果たす
非定型動詞を指す用語であり、類型論的な研究で使われてきたが、本研究では英語の分詞についてこの用語

を使うとしている。

4章、 5章、 6章は本論文の中核をなすものである。まず4章では副動詞自律移謝購文が扱われる。本論
文ではまず、諸統語テストなどによって、本構文が単文であるとし、さらに、この構文に生起する2つの動

詞はY'よりも小さな単一の複幸世語を形成すると主張している。続いて、 BNCから抽出した副動詞自律移

動構文の用例を分析した結果から、主動詞と非YE形動詞の組み合わせとして、直示動嗣 (e.g.，goキ'come)
と移動様態動詞 (e.g.，ru四凶ng)の組み合わせ、および、移動様態動詞 (eふ run)と活動動調 (e畠，sc悶 ming)

の組み合わせが起りやすいこと、また、白110母国ctionalAnalysisにより、 goよりも∞聞の方が本構文に生

起しやすし、ことを明らかにしている。さらに、高IJ動詞自律移動構文をJohnran ω血色町陀のような自律移動構

文と比較し、二つの構文の間て動詞や経路濠現に見られる頻度分布が異なることを明らかにしている。さら

に共起する経路表現のタイプにおいて、副動詞自律移動構文はJ移動機態動詞が使われた自律移動構文と似

た結果を示すことを明らかにしている。以上のような本章は、一部、統語テストの使い方と統計分析に課題

があるものの、おおむね健全な議論が展開されていると言える。

5章では副動詞目的移動構文について考察している。まず、諸統語テストによって、本構文が単文であ

ることを明らかにする。次に本構文には、 i)事象が非終結的でなければならない、 ii)主語が人間や情等

!主査記載|
|氏名・印| 松本曜

記述までも十分に行うことかできた。

またコーパスから得られた用例を統計的な手法によって分析することで、粗頻度に基づくものよ

りも説得力をもった結果をも提示することが可能となった。こうした結果を基にした分析は、英語

における周辺的な文法現象の詔遣にとどまらず、級密な記述に基づく理論的な貢献にも寄与するも

のである。



な動物でなければならない、 iii)経路の項が取れないという制約があるとする。主語に関する制約は、この情

文によって表される事象が複雑で計画性を伴うものであることから導き出されるとする。また、自律移動構

文と異なり、本構文で直示動認が経路の項を取ることができないことについて、先行研究で本情文の直示動

詞の意味が漂白化しているからだという指繍があるが、本論文では個別義の認定に関するテストを用いて、

本格文の直示動詞の意味は、自律移動構文の直示動認の意味と同じであることを示している。また、 BNCを

用いた検索結果から、ーing形の動詞の中には.goと共起しやすいものと、叩neと共起しやすいものとがあ

ることも明らかにしている。以上のような本章は、コーパスにおける用例の詳細な分析から、この梼文の性

質を以前より正確に明らかにすることに成功していると言える。

6章は副動詞使役移動僧文を扱ってし、る。まず、著者は再帰代名詞テストなどによって、本構文が単文で
あることを示している。続いてBNCから抽出した用例を分析し、主動詞の使役のタイプによって、共起し

やす~'-ing 形の動詞が異なることを明らかにしている。すなわち、開始時使役の場合には、移動後態動詞が
-ing%の動詞として共起しやすく、継車1ea9使役の場合には、活動動詞カi...ing形の動詞として共起しやすい。

さらに、使役移動構文と高IJ動詞使役移動構文との比較も行い、使役移動構文では継続的使役が多いのに対し

て、高l働鵠使役移動構文では開始時使役が多いことを明らかにしている。また経路表現に関しても、使役移

動待文では着点を表す句が生起しやすいのに対して、冨IJ動詞使役移動構文では、中間経路を表すものが生起

しやすいとする。さらに、頻度情報に基づいて抽象的な構文が作り上げられるプロセスについても考察し、

動詞の項構造と構文の項構造に基づく分析を行っている。この章は、今までほとんど取り上げられて来なか

った構文を扱っており、多くの新しい事実を揖り起こして分析を行っている点で評価される。

7章では、 4，5，6章を踏まえて、一般的な言語勃力課題を検討している。まず、本論文で扱った構文にお

いてーing形の動詞が主動詞に対して持つ意味関係が〈移動療態)、(付随的動作〉、(目的〉に限られることと

は、これらの文が単文であることと栂関があるとして、文法の類像性を支持するものだとしている。また、 5 

4章およ"u6章で議論した、意味的に似た構文に生起する動詞や経路表現に関する頻度分布の違b、は、構文に

はそれぞれの f立ち位置jがあることを示すとし、構文はすべて意味機能が異なるとするGold民rgの説を支

持するとしている。最後に、コーパスにおける頻度の問題に関連して、権文の特性はその構文だけを見て分

かるものではなく、比較による相対頻度を考察することが重要であるとしている。このうち、類像性と f立

ち位置J に関する主張は健全なものと思われる。なお、 4~6章の内容カもすれば、動詞の多謝金など、構文
文法内の争点に隠する議論も可能であったように思われるが、その議論は含まれていないのは残念である。

以上見たように、本論文は理論的な考察と実証的な考察の両方において優れた点を有する意欲作であると

言える。今まで考察されて来なかった構文の性質についても果敢に挑戦し、コーパスにおける用例の綿密な

検討から新しい事実を鋸り起こしている。さらにそれを構文文法の枠組みで記述するのに成功している。議

論の明確さと英文の正確さ、および議論の深化の点で若干の問題があるが、全体として優れたものであるこ

とには疑いがなし、

以上に鑑みて、本審査委員会は全員一致で論文提出者・森下裕三氏が博士(学術)の学位を授与されるに足

る資格を有すると判断した。
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